
４００年の歴史と伝統ある西嶋手漉き和紙の用途拡大を目指し、ユニークでアイ
ディアあふれる製品を次々に開発。

西嶋の手漉き技術の継承と技術開発

同社の手漉き和紙づくりは、１００年以上前に遡る。伝統ある手漉き技術を継承する一方で、
積極的に技術革新に取り組み、少ない労力で効率よく均一な和紙を製造する技術などの開発を
行い、特許も取得している。

アイディアあふれる製品開発
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アイディアあふれる製品開発

同社の主たる製品は、書道用の半紙や画仙紙（書画を描くための大判の紙）であるが、特殊
な用途として、古文書修復用の材料和紙や、近年のIT社会に対応し、にじみを抑えたインク
ジェットプリンタ用和紙の生産も行っている。また、和紙を振動板として使用したオルゴール
や使用済みの紙幣の裁断くずをデザインとして漉き込んだ和紙の開運グッズなど、伝統的な手
漉きの技術をもとにして、ユニークな製品開発を進めている。

多様な原料への挑戦

同社では、近年の環境意識
の高まりにも対応し、伝統的
な和紙の原料であるコウゾ、
ミツマタだけでなく、故紙の
使用に取り組んでいる。また、
農業の副産物として生じる、
バナナやパイナップル、ケナ
フなどの繊維を原料とした紙
の製造にも挑戦している。
同社社長は、「優れた伝統
産業を魅力あるものづくりと
して若い世代に伝えていくた
め、今後も、デザインなど新
しい流れも取り入れた製品開
発をしていく」ことを目指し

ている。




